
優しい語り口で、楽しそうに説明して

くださる九代目玉屋庄兵衛氏。 

★9 月 17～20 日にも、門下生による

「茶運人形」の実演会が急遽開催さ

れ、好評を博しました。 

金継ぎワークショップ

に参加し、今回その

器を展示している市

民の皆さんの名前

も、チラシに記載され

ています。 

その他関連イベントも

開催します。 

詳細は、館内掲示、

まなびあテラスホー

ムページ、インスタグ

ラムなどでご確認くだ

さい。 
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まなびあテラスからの 

お知らせを毎月 

おとどけします 

10月

特
別
展
示
室
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催

中
の
「
か
ら
く
り
人
形
師 

九
代
玉
屋
庄
兵
衛

展
―
伝
統
の
技
と
挑
戦
―
」
の
開
催
初
日
と
二

日
目
に
、
九
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
に
よ
る
、
か
ら

く
り
人
形
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

感染症防止対策のため、ご観覧の際に個人情報のご記入を

お願いしております。また、混雑時は会場内の入場制限を行っ

ております。感染症対策にご協力をお願いいたします。 

【美術館 感染症拡大防止対策】 

まなびあテラス開館５周年記念 ナカムラクニオ 「金継ぎアンソロジー」 

ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
で
は
開
館
か
ら
五
周
年
を
記

念
し
て
、
ナ
カ
ム
ラ
ク
ニ
オ
と
80
人
の
市
民
に
よ

る
展
覧
会
「
ナ
カ
ム
ラ
ク
ニ
オ 

金
継
ぎ
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

２
０
２
１
年
の
初
夏
よ
り
、
ナ
カ
ム
ラ
と
本
展

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
宮
本
武
典
は
、
東
根
市
を
は
じ

め
と
し
た
東
北
各
地
の
市
民
に
呼
び
か
け
壊
れ
た

器
を
募
集
し
、
修
復
指
導
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
展
で
は
参
加
し
た
市
民

が
自
ら
再
生
さ
せ
た
80
個
の
陶
磁
器
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
が
内
包
し
て
い
る
家
族
の
思

い
出
や
絆
の
物
語
を
〈
聞
き
書
き
〉
に
よ
っ
て
書

き
起
こ
し
、
物
語
集
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
に
ま
と

め
ま
し
た
。 

日
々
の
食
卓
や
記
念
日
な
ど
、
人
生
の
様
々
な

シ
ー
ン
で
、
手
か
ら
手
へ
わ
た
っ
て
き
た
日
用
雑

器
の
繕
わ
れ
た
傷
跡
か
ら
、
大
震
災
か
ら
10
年
後

の
東
北
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
を
生
き
る
い

く
つ
も
の
家
族
の
情
景
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。 

からくり人形師 九代玉屋庄兵衛展 —伝統の技と挑戦— 

8/28、29 「九代玉屋庄兵衛による実演」 

 

会    期：10月 20日（水）～11月 28日（日） 

会    場：まなびあテラス 特別展示室  入場無料 

開館時間：9:00～18:00 

休 館 日：10月 25日（月）、11月 8日（月）、22日（月） 

主    催：まなびあテラス  企画：宮本武典、まなびあテラス 

宣伝美術：梅木駿佑     写真：志鎌康平 

協   力：高田彩、塩竈市杉村惇美術館 

【
座
敷
か
ら
く
り
】
の
代
表
作
「
茶
運
人
形
」
と

「
弓
曳
童
子
」
の
2
作
品
を
実
演
し
ま
し
た
。 

「
茶
運
人
形
」
は
、
客
の
元
に
お
茶
を
運
び
、
茶

碗
を
取
る
と
止
ま
り
、
飲
み
終
わ
っ
て
戻
す
と
、
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
主
人
の
元
へ
帰
る
仕
組
み
で
す
。
参
加

者
数
人
に
客
役
と
し
て
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

そ
の
精
巧
さ
か
ら
、
か
ら
く
り
人
形
の
最
高
傑
作

と
言
わ
れ
る
「
弓
曳
童
子
」。
自
ら
矢
を
つ
が
え
、

連
続
し
て
弓
を
放
つ
動
作
が
で
き
ま
す
。
歓
声
が
あ

が
る
ほ
ど
、
滑
ら
か
で
圧
巻
の
動
き
で
し
た
。 

か
ら
く
り
の
内
部
構
造
は
、
ま
さ
に
木
製
ロ
ボ
ッ

ト
の
よ
う
。
材
料
も
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
使
い
分

け
、
四
季
の
気
候
の
変
化
も
考
慮
し
、
膨
大
な
時
間

を
か
け
て
制
作
し
て
い
く
そ
う
で
す
。
人
形
の
顔
に

は
能
面
の
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
か
ら
く
り

人
形
に
は
必
需
品
の
材
料
・
ク
ジ
ラ
の
ひ
げ
が
現
在

は
入
手
困
難
で
、
伝
統
の
技
を
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
、
様
々
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
形
た
ち
の
繊
細
で
愛
ら

し
く
、
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
た
動
き
に
、
皆
さ
ん
感
心

し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

開催中～10月 10日（日）まで！ 
〇詳細はチラシ等をご覧ください。 



【一般展示コーナー】 

・アートな世界 ・ノンフィクション大賞 

【ブラウジング展示コーナー】 

・ネコ派？イヌ派？ 
【児童展示コーナー】 

・きせつの本 ・本といっしょに宇宙旅行へ 

10月25日(月)～10月27日 (水 )までの期間、システム更新作業のため、

図書館は臨時休館となります。休館期間中の図書館業務はすべて  

休止し、ホームページ上の図書館サービスもご利用できません。  

【臨時休館中の返却について】►本は返却ポストへ  ►CD･DVDは10/28以降に返却して下さい。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   秋を感じる本 

『おいものお菓子』  

           齋藤真紀/著 枻出版社  

        『日本のキノコ 262』 

         柳沢まきよし/著 

         文一総合出版 

『星を楽しむ星座の見つけかた』 

      大野裕明 榎本司/著 誠文堂新光社 

 

 

 

                 

          

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日 時：10 / 10（日） 
    開場：18：30 ～ / 上映：19：00 ～ 
        (上映時間 103分) 
場 所：図書館内 
定 員：15名 
    山形県内在住の方(高校生以上) 

参加費：無料 
申込み：図書館受付カウンターまたは電話 
    0237-53-0227(図書館直通) 

 

図書館 

幅広い年齢の方にご利用

いただける、自由な賑わい

のある図書館です。 

『ヌシ』 
伊藤龍平/著 

 笠間書院  

 388.1 イ 

  

一般書 

『こずえと申す』 
  

吉田道子/作 
宮尾和孝/絵 
ポプラ社 
F ヨシ 

児童書 ・・・今
月
の
新
刊
案
内
・・・ 

10月・11月のイベント・展示 

夜の図書館上映会 

『ボブという名の猫』 

 

展示コーナー 

展示コーナーでは、様々なテーマを 

取り上げ本の紹介をしています。 

10月は下記のテーマに関する資料を集めました。 

 

田
舎
の
じ
っ
ち
ゃ
ん
の
家
に
移
り

住
ん
だ
草
多
の
毎
朝
の
仕
事
は
、
新
聞

受
け
に
新
聞
を
と
り
に
い
く
こ
と
。
そ

の
新
聞
が
何
者
か
に
盗
ま
れ
た
。
新
聞

の
か
わ
り
に
郵
便
受
け
に
入
っ
て
い

た
の
は
、
葉
っ
ぱ
や
木
の
実
、
鳥
の
羽
。

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
草
多
は
こ

ず
え
と
い
う
少
女
に
出
会
い
、
近
く
の

山
に
道
路
が
で
き
る
計
画
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。 

 

      東根市の方限定！ 

    雑誌付録抽選会 

対象：東根市在住の図書館利用カードをお持ち 

の方で応募期間中、本を借りた方 

応募期間：10月 15日(金)～10月 31日(日) 

応募期間中、図書館受付カウンターで「抽選番号

付応募券」を配布いたします。図書館利用カード

をカウンターでご提示ください。 

※応募券のお渡しはお一人様 1枚となります。 

当選発表：11月 3日（水・祝） 

図書館受付カウンター前・ホームページ上で当選

番号を発表します。 

付録受取：11月 3日（水・祝）～15日(月) 

応募券をお持ちの上、図書館受付カウンターへ 

お越し下さい。 

※受取期間が過ぎた場合は無効になります。 

8/28 図書館イベント報告 

エヌワークス×図書館 机に置ける本棚 

図書館で購入した雑誌の付録を抽選で 

プレゼントします。 

東根市電子図書館 

「
ヌ
シ
」
と
は
川
や
湖
、
沼
な
ど
に
長

い
間
棲
み
続
け
て
巨
体
に
な
っ
た
生
物

の
こ
と
。
人
知
で
は
測
れ
な
い
巨
大
な

霊
力
を
持
つ
ヌ
シ
は
、
ど
の
よ
う
に
人

と
つ
き
あ
っ
て
き
た
の
か
。
種
類
、
行

動
、
現
代
の
ヌ
シ
な
ど
、
日
本
各
地
の

ヌ
シ
の
伝
承
を
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。 

  

講師の先生にアドバイスをい

ただきながら素敵な作品がで

きあがりました。 

またのご参加お待ち 

しています。 



講
座
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
読
み
解
く
上

で
最
も
大
切
な
、
《
だ
れ
一
人
残
さ
な
い 

L
e
a
ve
 n
o o

ne b
eh
i
nd

》、
あ
ら
ゆ
る
「
貧

困
」
を
な
く
す
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
る
、

「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
つ
い
て
も

言
及
し
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
参
考
図

書
や
、
組
織
や
個
人
が
で
き
る
取
り
組
み

の
参
考
例
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。 

Ａ
Ｒ
（
オ
ー
メ
ン
テ
ッ
ド
・
リ

ア
リ
テ
ィ
…
拡
張
現
実
）
の
技
術

を
使
い
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

で
美
術
鑑
賞
を
す
る
親
子
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
所
蔵
の

作
品
が
目
の
前
に
現
れ
、
面
白
写

真
を
撮
る
事
が
で
き
ま
す
。
新
し

い
ス
タ
イ
ル
の
美
術
鑑
賞
を
皆

さ
ん
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
（
協

力
・
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
） 

12
月
、
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
の
美

術
館
で
は
、
国
内
外
で
活
躍
す
る

写
真
家
・
野
村
佐
紀
子
氏
の
写
真

展
を
開
催
し
ま
す
。 

「サモトラケのニケ」が

図書館にどどん！ 

「
ユ
ニ
ク
ロ
東
根
店×

ま
な

び
あ
テ
ラ
ス 

共
同
事
業
」
と
し

て
、
ユ
ニ
ク
ロ
東
根
店
の
ス
タ
ッ

フ
が
講
師
を
務
め
る
、
親
子
向
け

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。 

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
、
ユ

ニ
ク
ロ
が
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
保
全
活
動
を
紹
介
。
そ
の
後
、

本
来
な
ら
捨
て
て
し
ま
う
、
デ
ニ

ム
製
品
の
ハ
ギ
レ
を
再
利
用
し

た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
に 

親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
先
立
ち
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
企
画 

「
未
蕾(

み
ら
い)

 

撮
影
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
、
事
前
応
募
の
あ
っ
た

東
根
市
の
中
高
生
6
名
の
ポ
ー
ト
レ

イ
ト
を
、
野
村
氏
が
撮
り
お
ろ
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
東
根
市
内
の
思
い
入
れ

の
あ
る
場
所
を
選
び
、
撮
影
に
挑
み
ま

し
た
。
12
月
の
写
真
展
で
展
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！ 

講
師
に
山
形
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー 

副
所
長
・

黒
木
伸
悟
氏
を
お
迎
え
し
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
s
」（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ

ー
ズ
）
と
は
ど
う
い
っ
た
も

の
な
の
か
、
そ
の
構
成
や
側

面
、
日
本
の
実
情
と
理
念
と

の
比
較
に
つ
い
て
な
ど
、
初

め
て
学
ぶ
人
に
向
け
た
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

参

加

者

か

ら

は
、「
環
境
問
題
だ

け
で
な
い
こ
と
を

知
っ
た
。
ま
ず
は

個
人
と
し
て
身
近

な
で
き
る
事
か
ら

取
り
組
み
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が

挙

げ

ら

れ

ま

し

た
。 

色んな形に切り抜いたデニム

のハギレを貼り付けます。 

 

市民活動支援 

センター 

市民活動支援センターは、さまざま

な分野で活動している人たち、これ

から活動したいという人たちを支

援する拠点施設です。 

団体登録していただくと各種特典

があります。詳しくは総合案内まで

お問い合わせください。 

二つの展示スペースとア

トリエを会場に、古今東西

のさまざまな美をご紹介

します。 

美術館 

※状況により中止する場合がございます。 ※ワークショップ中の様子を写真・動画で撮影し、広報等に使用する場合があります。 

日 時：①10/10(日) ②10/17（日）③10/24（日） 

各日 10:00～12:00 （連続講座） 

会 場：講座室 定 員：12 名 参加費：6,000 円/名 

対 象：山形県内在住の高校生以上 

講 師：高橋華詠氏（津久井氏公認講師） 

 

9/18 世界の美術で遊んじゃおう！ 

● はじめての 消しゴムはんこ。教室 ● 

消しゴムはんこ作家・津久井智子氏公認講座（全 3回） 

◆各イベントのお問合せ・お申込は、電話 0237-53-0230 または総合案内カウンターまで 

8
／
29 

「未
蕾(

み
ら
い)

 

撮
影
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

9/4 市民活動支援講座 
「はじめての SDGs」 

イベント報告 

日 時：10/31(日) 14:00～16:30  

会 場：講座室 

対 象：まなびあテラス一般サポーターの方、 

    ティーンズサポーターの方 

    （事前申込制） 

※場合によっては、中止となる場合もあります。 

● サポーター交流会 ● 

9/25 ＥＣＯなハギレトートバッグをつくろう！ 

◆「mono-katari～ぼくらがつなぐ

ストーリー～ファイナル」 

主催：東根市商工会青年部 

会 期：10/16(土)～21(木)  

    9:00～18:00 

（最終日は 16:00まで） 

アニメ上映展示会の内容 

〇白水川ダムのおはなし 

〇小田島田植踊りのおはなし 

市民ギャラリー展示案内 

◆「第 51回 表装内装展」 

主催：山形県表具内装組合連合会 

会 期：10/22(金)～24(日)  

22 日…12:00～17:30 

23 日…10:00～17:30 

24 日…10:00～16:00 

 

10月の 



【重要】新型コロナウイルス感染拡大防止への対応について（おしらせ） 

 

 

【期  間】10月 1 日（金）～ 当面の間 

【利用可能】●図書館…貸出、返却、予約、本の検索、インターネットコーナー 

閲覧席、ブラウジングコーナー、学習室 

（それぞれ一部制限有） 

●美術館…通常開館。市民ギャラリーの一般利用可能（条件有） 

●市民活動支援センター…貸館、プリント工房利用可能（条件有） 

【利用不可】◆図書館…おはなしのへや、視聴覚コーナー 

      ◆エントランスホール…休憩・食事のための座席を撤去 

                 （ロッカー前のみ椅子を設置） 

 

[図書館]  TEL：０２３７-５３-０２２７  FAX：０２３７-４２-１２９５ 

[美術館]  TEL：０２３７-５３-０２２９  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

[市民活動支援センター] TEL：０２３７-５３-０２３０  FAX：０２３７-４２-１２９６ 

東根市公益文化施設 

〒９９９-３７３０ 山形県東根市中央南 1丁目７-３ 

TEL：０２３７-５３-０２２３（代表） 
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【 館内施設・部署の対応について（詳細） 】 

 

●「からくり人形師 九代玉屋庄兵衛展 —伝統の技と挑戦—」 開催中～10月 10 日（日） 

● ナカムラクニオ「金継ぎアンソロジー」10 月 20日（水）～11 月 28日（日） 

※入場に際して検温、署名カードへの記入等、まなびあテラスの感染症対策に 

 ご協力をお願いします。詳しくは館内掲示・ホームページをご覧ください。 

・美術館観覧は県外からの参加可能。 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、まなびあテラスでは引き続き以下の通りの対応を実施いたします。 

ご利用者の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 
 

【図書館】 

講座室の利用可能人数を、講座室Ａを最大 17 名、Ｂを 6名まで、 

アトリエは 5名までとします（ＡＢ利用の場合は 23名まで）。 

貸館利用には、「施設利用に関するチェックリスト※」で順守事項及び利用条件を確認し、 

条件を満たさない場合はご利用できません。 

ホームページからダウンロード可能→※施設利用に関するチェックリスト（PDF） 

利用申請について、貸出料金徴収を当日払いとします。 

利用申請を窓口だけでなく、E-mailや FAX でも対応可能とします（電話予約不可）。 

・利用時間は、1団体につき 1日 1 回、最大 4時間まで。利用可能時間は閉館 30 分前まで。 

前後に１時間の除菌清拭・換気時間を設けます。 

・利用されるすべての方が、山形県内在住・在学・在勤者である事を条件とします。 

開館時間 

【図書館】  ９：００～２０：００（平日）／９：００～１９：００（日祝） 

【美術館】  特別展示室・市民ギャラリー ９：００～１８：００  アトリエ ９：００～２１：３０ 

【市民活動支援センター】 ９：００～２１：３０ 

ブーランジェリー・カフェ「オイッティ･マルシャン」 ９：００～２１：３０（Ｌ.Ｏ.２１：００） 

※第 2、第 4 月曜日休館。

ただし月曜が祝日の場合
は開館し、翌平日休館。 

休館日 

・10月 11日（月） 

・10月 25日（月） 

 

●体調不良の方、発熱、風邪の症状のある方の来館はご遠慮ください。マスクの着用をお願いします。 

●学習室・講座室などの施設のご利用、各種イベントへの参加は、山形県内在住・在学・在勤の方のみ。 

●美術館観覧、当館イベント参加の際提出の、氏名・電話番号等の個人情報は、当日から 2 か月間保管します。 

 

学習室を入替制かつ一部席を間引いた制限で再開します。 

◆月曜～土曜日 午前 10:00～14:00/午後 15:00～19:00  

◆日曜日・祝日 午前 10:00～13:30/午後 14:30～18:00  ※１日１人１回のみの利用に限る 

・利用対象を山形県内在住・在学・在勤の方のみとします。 

・利用に際して入室記録を保管し、官公庁の要請等で当該情報を利用する場合があります。その

目的外で使用することはありません。 

・感染防止対策のため、出入口を常時開放します。  ・学習室の予約・延長はできません。 

・途中入席の場合、指定時間内の利用となります。 

・30分以上離席する場合は、利用票の返却をお願いします。 

 

【美術館】 

【講座室・アトリエ】 

 

図書館臨時休館日 

・10月 25日（月） 

～  

・10月 27日（水） 

 


